
注意：これは特定の型に対する解法で全ての微分方程式が解けるわけではない． 
詳しくは微分方程式の参考書で各自勉強せよ 

定係数 1 階線形非斉次系微分方程式 

 x(t)の t に関する微分方程式が 

+ =dxa bx f
dt

      ( )≠f 0  

の形(左辺がｘに関する項のみ，右辺がそれ以外の項)のとき，この微分方程式を定係数1階線形非斉次

系微分方定式という．(ｆ=0 のときは斉次(同時)系) 

 非斉次系微分方程式の一般解は，「特殊解 xp と斉次系の一般解 xg の和」によって求まる． 

 特殊解（何らかの条件(初期条件、境界条件など)によって一意的に定まる解） xp 

例えば十分時間がたった後に一定値に収束するような場合は → ∞t のとき =dx 0
dt

となる． 

したがって 

=pbx f   ∴ =p
fx
b

 

 斉次系の一般解 xg 

+ =g
g

dxa bx 0
dt

 

 定係数(係数が全て定数)の微分方程式は指数関数解 

= λgx exp( t)  

を持つ．ｎ階の微分方程式では一般解はｎ個の指数関数解の線形和(足し算)となる．指数関数解

を上記の斉次系の微分方程式に代入すると， 

λ + =a b 0  

の関係が得られる．これを特性方程式という．この特性方程式の解は 

λ = − b
a

 

 

である．したがって，斉次系の一般解は任意定数 A を係数として 

⎛ ⎞= −⎜ ⎟
⎝ ⎠

g
bx A exp t
a

 

となる． 

 

非斉次系微分方程式の一般解 x 

 非斉次系微分方程式の一般解は上で求めた特殊解 xp と斉次系の一般解 xg の和であるから 

⎛ ⎞= + = + −⎜ ⎟
⎝ ⎠

( t ) p g
f bx x x A exp t
b a

 

となる． 

 最後にこの非斉次系微分方程式の特殊解を求める．特殊解は何らかの条件(初期条件、境界条件な

ど)によって任意定数 A を一意的に定めた解である．例えば初期条件を用いる場合はｔ＝0 のときのｘ(ｔ)

の値ｘ(0)から A を求める． 



注意：これは特定の型に対する解法で全ての微分方程式が解けるわけではない． 
詳しくは微分方程式の参考書で各自勉強せよ 

定係数 2 階線形非斉次系微分方程式 

 x(t)の t に関する微分方程式が 

+ + =
2

2

d x dxa b cx f
dt dt

      ( )≠f 0  

の形(左辺がｘに関する項のみ，右辺がそれ以外の項)のとき，この微分方程式を定係数1階線形非斉次

系微分方定式という．(ｆ=0 のときは斉次(同時)系) 

 非斉次系微分方程式の一般解は，「特殊解 xp と斉次系の一般解 xg の和」によって求まる． 

 特殊解（何らかの条件(初期条件、境界条件など)によって一意的に定まる解） xp 

例えば十分時間がたった後に一定値に収束するような場合は → ∞t のとき =dx 0
dt

， =
2

2

d x 0
dt

とな

る．したがって 

=pcx f   ∴ =p
fx
c

 

 斉次系の一般解 xg 

+ + =
2

g g
g2

d x dxa b cx 0
dt dt

 

 定係数(係数が全て定数)の微分方程式は指数関数解 

= λgx exp( t)  

を持つ．ｎ階の微分方程式では一般解はｎ個の指数関数解の線形和(足し算)となる．指数関数解

を上記の斉次系の微分方程式に代入すると， 

λ + λ + =2a b c 0  

の関係が得られる．これを特性方程式という．この特性方程式の解は 

(ⅰ)2 つの実数解 
− ± −λ λ =

2

1 2
b b 4ac,

2a
 

(ⅱ)重解 λ = λ = − = α1 2
b
2a

 

(ⅲ)2 つの複素数解 
− ± −λ λ =

2

1 2
b j 4ac b,

2a
 （j は虚数単位 = −1 ） 

の 3 つの場合がある．したがって，斉次系の一般解は任意定数Ａ，Ｂを係数として 

 ・(ⅰ)，(ⅲ) 2 つの実数解または 2 つの複素数解の場合 

= λ + λg 1 2x A exp( t) Bexp( t)  

 ・（ⅱ） 重解の場合 （詳しくは微分方程式の参考書で調べよ） 

= α + αgx A exp( t) Bt exp( t)  

となる． 

 



注意：これは特定の型に対する解法で全ての微分方程式が解けるわけではない． 
詳しくは微分方程式の参考書で各自勉強せよ 

非斉次系微分方程式の一般解 x 

 非斉次系微分方程式の一般解は上で求めた特殊解 xp と斉次系の一般解 xg の和であるから，2 つの複

素数解の場合 

= + = + λ + λ
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fx x x A exp( t) Bexp( t)
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f b 4ac b b 4ac bA exp j t Bexp j t
c 2a 2a 2a 2a

f b 4ac b b 4ac bA exp t exp j t Bexp t exp j t
c 2a 2a 2a 2a

 

ここで，オイラーの公式 

( )
( )

ω = ω + ω

− ω = ω − ω

exp j t cos t jsin t

exp j t cos t jsin t
 

を用いると， 

− − − −
−

− − − − −
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c
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c
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となる．ここで，Ａ+Ｂ=α，ｊ（Ａ+Ｂ）=βと置き直すと 
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c

 

と斉次系の一般解が得られる． 

 最後にこの非斉次系微分方程式の特殊解を求める．特殊解は何らかの条件(初期条件、境界条件な

ど)によって任意定数 A を一意的に定めた解である．例えば初期条件を用いる場合はｔ＝0 のときのｘ(ｔ)

および dｘ(ｔ)/dt の値ｘ(0)，dｘ(0)/dt からＡ，Ｂを求める．  


